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資源評価調査委託事業

Ⅰ 概要

漁業資源課 林 芳弘

１ はじめに
漁業資源の持続的利用を図るため、資源評価等に必要な資料を収集した。

２ 実施概要
（１）方法

水産資源調査・評価推進委託事業仕様書に基づき実施した。

（２）委託調査項目
１）生物情報収集調査

主要水揚げ港におけるマアジ、サバ類、イワシ類、シラス、ブリ、キンメダイ、マル

ソウダ、ハモ、ヒラメ、タチウオの漁業種類別水揚げ状況及び生物測定調査

２）標本船調査

機船船びき網及び大型定置網についての標本船調査

３）沖合海洋観測調査

調査船による足摺岬沖定線及び室戸岬沖定線での海洋観測、魚卵、仔稚魚及びプラン

クトン調査

４）新規加入量調査

調査船による土佐湾定線、室戸東定線及び宿毛湾定線での海洋観測、魚卵、仔稚魚及

びプランクトン調査

５）漁場一斉調査

調査船による流れ藻、モジャコの分布と付着状況調査

（３）実施期間

2023 年４月１日から 2024 年３月 31 日まで

（４）担当者

漁業資源課長 清水 重樹

漁業資源課 チ ー フ 林 芳弘

〃 主任研究員 宮澤 英将

〃 〃 飯田 敦子

〃 研究員 有光 慎吾

〃 専門員 栁川 晋一
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３ 結果の概要
（１）生物情報収集調査

対象魚種の体長測定実施状況を表１に、機船船びき網漁業の主要３地区におけるシラス

混獲率の調査結果を表２－１～３に示した。

（２）標本船調査

調査の実施状況を表３に示した。

（３）海洋観測調査 （４）新規加入量調査 （５）漁場一斉調査

調査の実施状況を表４～６に示した。（５）漁場一斉調査は、本報告のⅡに詳述した。

以上の調査結果に基づき、関係都道府県及び国立研究開発法人水産研究・教育機構等との

協議のうえで、対象魚種の資源評価及び漁海況長期予報を取りまとめ、同機構のホームペー

ジ（http://abchan.fra.go.jp/）で公表した。また、本県独自の長期漁海況予報を、ＮＡＢ

ＲＡＳ（https://kmi-nabras.pref.kochi.lg.jp/）及び郵送により広報した。
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表１ 体長測定実施状況
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表１ 続き

※ヒラメの体長測定は漁協に依頼し、水揚げに合わせて随時測定
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表２－１ シラス混獲状況(安芸漁協)

表２－１ 続き

表２－２ シラス混獲状況(春野町漁協)

表２－２ 続き

表２－３ シラス混獲状況(錦浦漁協)

表２－３ 続き
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表３ 標本船調査実施状況

表４ 海洋観測実施状況

表４ 続き
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表５ 魚卵・仔稚魚調査実施状況（沖合海洋観測調査）

表６ 魚卵・仔稚魚調査実施状況（新規加入量調査）


